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（百万円未満切り捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 2,440,452 9.3 235,303 132.3 233,097 139.4 138,890 61.7
2021年３月期 2,233,250 △18.4 101,289 629.1 97,370 497.9 85,910 －

（注）包括利益 2022年３月期 144,616百万円（49.8％） 2021年３月期 96,530百万円（－％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2022年３月期 1,658.64 1,389.40 35.6 12.8 9.6
2021年３月期 1,025.86 861.16 30.4 5.8 4.5

（参考）持分法投資損益 2022年３月期 2,650百万円 2021年３月期 △447百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2022年３月期 1,938,408 583,971 23.5 5,446.39
2021年３月期 1,709,017 449,120 19.0 3,882.72

（参考）自己資本 2022年３月期 456,200百万円 2021年３月期 324,946百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2022年３月期 108,361 △67,511 △42,040 48,066
2021年３月期 167,445 △84,584 △80,570 44,518

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 80.00 80.00 6,781 7.8 2.4

2022年３月期 － 0.00 － 100.00 100.00 8,476 6.0 2.1

2023年３月期（予想） － 75.00 － 75.00 150.00 12.2

１．2022年３月期の連結業績（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用してお
り、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を当連結会計年度の期首から適用してお
り、2022年３月期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 2,930,000 20.1 193,000 △18.0 190,000 △18.5 93,000 △33.0 1,227.53

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期 84,770,508株 2021年３月期 84,770,508株
②  期末自己株式数 2022年３月期 1,008,526株 2021年３月期 1,079,993株
③  期中平均株式数 2022年３月期 83,737,358株 2021年３月期 83,745,198株

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）当社は2022年５月12日開催の取締役会において、自己株式の取得について決議いたしました。2023年３月期の連結
業績予想における「１株当たり当期純利益」については、当該自己株式の取得の影響を考慮しております。なお、
当該自己株式の取得については、添付資料Ｐ.18「３．（５）連結財務諸表に関する注記事項（重要な後発事
象）」をご覧ください。

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規 －社  （社名）－、除外 －社  （社名）－

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：有
③  会計上の見積りの変更                ：有
④  修正再表示                          ：無
（注）詳細は、添付資料Ｐ.13「３．連結財務諸表及び主な注記（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の

変更）」をご参照ください。

（３）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後

様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。上記業績予想に関する事項は、添付資料Ｐ.４「１．(４)今
後の見通し」をご参照ください。
決算補足説明資料は、2022年５月12日（木）に当社ホームページに掲載いたします。
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石油事業 石油化学事業 石油開発事業
再生可能

エネルギー事業
その他・調整 連結

売上高 ２兆1,377億円 3,594億円 910億円 131億円 △1,609億円 ２兆4,405億円

セグメント利益 1,655億円 136億円 448億円 35億円 57億円 2,331億円

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における日本経済は、ウクライナ情勢の緊迫化等による不透明感はありながらも、ワクチン接種

の進展に伴う行動制限の緩和や消費抑制の和らぎがあったことから、徐々に回復してまいりました。

原油価格は、期初に１バレル61ドル台であったドバイ原油が、経済の正常化等に伴って石油需要が増加する一方

で、供給はＯＰＥＣプラスの更なる減産縮小の合意に進展がない等の制約要因がみられたことから80ドル台まで上

昇しました。その後、新型コロナウイルス変異株の蔓延懸念から一時60ドル台まで急落しましたが、影響は限定的

との見方から年明けには回復しました。２月に開始されたロシアのウクライナ軍事侵攻による供給懸念から、ドバ

イ原油価格は120ドル台まで高騰しましたが、その後、米国の戦略石油備蓄放出の影響等もあり、期末は107ドル台

で終えました。

為替相場は、期初は１ドル110円台から始まり、前半は世界的な新型コロナウイルス変異株の拡大による金利低下

により、横ばいとなりました。後半はＦＲＢの早期利上げ観測を背景に円安傾向となり、１月から３月にかけては

ウクライナ情勢の悪化に伴い、国際基軸通貨であるドルの需要が高まり円安が進行し、期末は122円台で終えまし

た。

石油製品の国内需要は、ほぼ横ばいで推移しました。航空燃料については、新型コロナウイルス感染症の影響に

よる前期の大幅な縮小の反動を受け、前期を上回りました。一方で、需要の減退と原油高に伴う製品価格高騰の影

響によりガソリンや灯油は前期を下回りました。

石油化学製品は、海外のプラント新増設の影響等により、主要製品であるパラキシレン等の市況が低調に推移

し、厳しいマーケット環境が継続しました。

このような経営環境の下、当社グループは、『Ｏｉｌ＆Ｎｅｗ石油のすべてを。次の「エネルギー」を。』をス

ローガンとした第６次連結中期経営計画の基本方針に基づき、主力事業である石油開発事業、石油事業の収益力を

強化し財務基盤を確立するとともに、長期的な環境変化を見据え、成長市場である再生可能エネルギー事業への積

極投資や石油化学事業の競争力強化等、事業ポートフォリオの拡充に向けた取り組みを継続して実施してまいりま

した。

当連結会計年度の業績につきましては、売上高は２兆4,405億円（前期比9.3％の増加）、営業利益は2,353億円

（前期比132.3％の増加）、経常利益は2,331億円（前期比139.4％の増加）となりました。

これは、原油価格が上昇したことにより、特に石油事業において在庫評価の影響に加えて製品のマージンが改善

したこと等によるものです。

上記の増益要因により、親会社株主に帰属する当期純利益は1,389億円となりました。なお、「収益認識に関する

会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等の適用により、売上高

は6,541億円減少し、営業利益は２億円減少し、経常利益は４億円増加しております。

セグメント情報につきましては、以下のとおりであります。

なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分を変更しており、当連結会計年度の比較・分析は、変更後の

区分に基づいております。

［報告セグメントごとの売上高及びセグメント利益又は損失］

［石油事業］

石油事業につきましては、前期比で製品販売数量が減少したものの原油価格が上昇したこと等により、売上高は

２兆1,377億円（前期比＋819億円）となりました。原油価格の上昇基調が続いたことによるマージン改善等の影響

によりセグメント利益は1,655億円(前期比＋914億円)となりました。なお、在庫評価の影響を除くセグメント利益

は932億円(前期比＋399億円)となっております。製品販売数量は、収益認識会計基準等の適用に伴い一部取引の会

計処理方法を変更したことにより減少しておりますが、当該影響を除いた場合は前期比で増加しております。な

お、収益認識会計基準等の適用により、売上高は6,960億円減少し、セグメント利益は４億円増加しております。

［石油化学事業］

石油化学事業につきましては、前年同期比で販売数量が増加したこと及び製品市況が改善したこと等により、売

上高は3,594億円(前期比＋549億円)、セグメント利益は136億円(前期はセグメント損失33億円)となりました。な

お、収益認識会計基準等の適用により、売上高は1,209億円減少し、セグメント利益は０億円減少しております。
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［石油開発事業］

石油開発事業につきましては、原油販売数量が減少したものの原油販売価格が上昇したこと等により、売上高は

910億円（前期比＋306億円）、セグメント利益は448億円（前期比＋309億円）となりました。

［再生可能エネルギー事業］

再生可能エネルギー事業につきましては、風力発電設備が順調に稼働したものの、洋上風力への本格進出に伴う

コストが増加したこと等により、売上高は131億円（前期比＋14億円）となり、セグメント利益は35億円（前期比

△６億円）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は8,680億円となり、前連結会計年度末に比べ2,622億円増加いたしました。こ

れは主に、棚卸資産が1,266億円増加したこと等によるものです。固定資産は１兆704億円となり、前連結会計年度末

に比べ327億円減少いたしました。これは主に、有形固定資産が188億円減少したこと等によるものであります。

この結果、総資産は１兆9,384億円となり、前連結会計年度末に比べ2,294億円増加いたしました。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は9,547億円となり、前連結会計年度末に比べ2,022億円増加いたしました。こ

れは主に、仕入債務が591億円及びコマーシャル・ペーパーが451億円増加したこと等によるものです。固定負債は

3,998億円となり、前連結会計年度末に比べ1,076億円減少いたしました。これは主に、長期借入金が729億円減少し

たこと等によるものです。

この結果、負債合計は１兆3,544億円となり、前連結会計年度末に比べ945億円増加いたしました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は5,840億円となり、前連結会計年度末に比べ1,349億円増加いたしました。

これは主に、親会社株主に帰属する当期純利益1,389億円を計上したこと等によるものであります。

この結果、自己資本比率は23.5％（前連結会計年度末は19.0％）となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は481億円となり、前連結会計年

度末に比べ36億円増加しております。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、資金の増加は1,084億円（前年同期は1,674億円の資金の増加）となり、これは主に、税金等調整

前当期純利益を計上したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、資金の減少は675億円（前年同期は846億円の資金の減少）となり、これは主に、有形固定資産の

取得による支出等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、資金の減少は420億円（前年同期は806億円の資金の減少）となり、これは主に、長期借入金の返

済による支出等によるものであります。
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石油事業 石油化学事業 石油開発事業
再生可能

エネルギー事業
その他・調整 連結

売上高 2兆4,100億円 4,920億円 1,350億円 140億円 △1,210億円 2兆9,300億円

セグメント利益 990億円 70億円 750億円 30億円 60億円 1,900億円

（４）今後の見通し

①次期の見通し

当社グループは、2018年度を初年度とする「第６次連結中期経営計画」において、石油関連事業の競争力強化に 

よる収益力向上を掲げております。一方で、脱化石燃料の動きは加速しており、事業ポートフォリオの拡充を図る

ために石油化学事業及び再生可能エネルギー事業の強化に取り組んでまいります。

次期の見通しにつきましては、2022年度における原油価格100ドル/bbl、為替125円/ドルを前提とし、連結売上高 

２兆9,300億円（当期比＋4,895億円）、連結営業利益1,930億円（当期比△423億円）、連結経常利益1,900億円（当

期比△431億円）、親会社株主に帰属する当期純利益930億円（当期比△459億円）となる見通しです。

［セグメント別業績見通し］

[石油事業]

石油事業につきましては、堅調な市況環境に基づく販売マージンの確保を見込むものの、当期の原油価格上昇局

面における好市況が次期は享受できないことや、売上原価を押し下げる要因となっていた棚卸資産の在庫評価の影

響が次期においては減少する見込みであるため、当期比で減益となる見通しです。

[石油化学事業]

石油化学事業につきましては、市況環境の悪化を見込み、当期比で減益となる見通しです。

[石油開発事業]

石油開発事業につきましては、原油価格の上昇により、当期比で増益となる見通しです。

[再生可能エネルギー事業]

業容拡大に伴うコストが増加することにより、当期比で減益となる見通しです。

②配当の見通し

当期の期末配当金は、１株につき100円を予定しております。

なお、次期の配当金につきましては、１株につき年間で150円（うち、中間配当金75円）を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務諸

表を作成する方針であります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 40,000 82,843 132,755 △1,382 254,217

会計方針の変更による累積
的影響額

－

会計方針の変更を反映した当
期首残高

40,000 82,843 132,755 △1,382 254,217

当期変動額

剰余金の配当 △6,781 △6,781

親会社株主に帰属する当期
純利益

85,910 85,910

自己株式の取得 △637 △637

自己株式の処分 －

持分法の適用範囲の変動 －

土地再評価差額金の取崩 92 92

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 79,221 △637 78,584

当期末残高 40,000 82,843 211,977 △2,019 332,802

その他の包括利益累計額

非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

為替換算調
整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 2,424 373 △21,020 5,778 △1,981 △14,425 123,047 362,839

会計方針の変更による累積
的影響額

－

会計方針の変更を反映した当
期首残高

2,424 373 △21,020 5,778 △1,981 △14,425 123,047 362,839

当期変動額

剰余金の配当 △6,781

親会社株主に帰属する当期
純利益

85,910

自己株式の取得 △637

自己株式の処分 －

持分法の適用範囲の変動 －

土地再評価差額金の取崩 △92 △92 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

2,513 △458 △10 95 4,522 6,661 1,126 7,787

当期変動額合計 2,513 △458 △102 95 4,522 6,569 1,126 86,280

当期末残高 4,938 △85 △21,123 5,873 2,540 △7,855 124,173 449,120

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 40,000 82,843 211,977 △2,019 332,802

会計方針の変更による累積
的影響額

△714 △714

会計方針の変更を反映した当
期首残高

40,000 82,843 211,263 △2,019 332,087

当期変動額

剰余金の配当 △6,781 △6,781

親会社株主に帰属する当期
純利益

138,890 138,890

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 117 117

持分法の適用範囲の変動 △2 △2

土地再評価差額金の取崩 7 7

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 132,113 116 132,230

当期末残高 40,000 82,843 343,377 △1,902 464,318

その他の包括利益累計額

非支配株主
持分

純資産合計その他有価
証券評価差
額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

為替換算調
整勘定

退職給付に係
る調整累計額

その他の包
括利益累計
額合計

当期首残高 4,938 △85 △21,123 5,873 2,540 △7,855 124,173 449,120

会計方針の変更による累積
的影響額

△714

会計方針の変更を反映した当
期首残高

4,938 △85 △21,123 5,873 2,540 △7,855 124,173 448,405

当期変動額

剰余金の配当 △6,781

親会社株主に帰属する当期
純利益

138,890

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 117

持分法の適用範囲の変動 △2

土地再評価差額金の取崩 △7 △7 －

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△327 △450 △8 1,817 △1,285 △255 3,597 3,342

当期変動額合計 △327 △450 △16 1,817 △1,285 △262 3,597 135,565

当期末残高 4,610 △536 △21,139 7,691 1,255 △8,118 127,771 583,971

当連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

- 10 -

コスモエネルギーホールディングス(株)(5021) 2022年３月期 決算短信







（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、主に同様

の性質及び価値をもつ石油製品等の交換取引に係る会計処理等を変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の

期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準

第86項に定める方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益

の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

この結果、当連結会計年度の売上高は654,126百万円減少し、売上原価は652,774百万円減少し、販売費及び一

般管理費は1,180百万円減少し、営業利益は172百万円減少し、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそれぞれ

410百万円増加しております。

当連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、連結株主資本等変動計算書の利益剰

余金の期首残高は714百万円減少しております。

１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、当連結会計年度より「受取手形」、「売掛金」及び「その他」に含めて表示する

こととしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について

新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、連結財務諸表に与える影響は軽微であ

ります。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

従来、一部の連結子会社は有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、主として定率法

（ただし、1998年４月以降取得の建物並びに2016年４月以降取得の建物附属設備、構築物及び油槽は定額法）を

採用しておりましたが、当連結会計年度より定額法へ変更しております。

この変更は、当該連結子会社において2020年度以降順次完了する大規模設備投資を契機に減価償却方法を検討

した結果、今後生産設備等が長期にわたり安定的に稼働することが見込まれ、投資効果が平均的に生ずると見込

まれることから、定額法がより合理的と判断したことによるものであります。

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純

利益は1,940百万円それぞれ増加しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、「石油事業」、「石油化学事業」、「石油開発事業」及び「再生可能エネルギー事業」等を営んで

おり、取り扱う製品やサービスによって、当社及び当社の連結子会社別に、各々が独立した経営単位として事業活動を

展開しております。

従って、当社グループは、取り扱う製品やサービス別のセグメントから構成されており、「石油事業」、

「石油化学事業」、「石油開発事業」及び「再生可能エネルギー事業」の４つを報告セグメントとしております。

「石油事業」は、揮発油・ナフサ・灯油・軽油・重油・原油・潤滑油・液化石油ガス・アスファルト等の生産及び販

売をしております。「石油化学事業」は、エチレン・ミックスキシレン・パラキシレン・ベンゼン・トルエン・石油化

学溶剤等の石油化学製品の生産及び販売をしております。「石油開発事業」は、原油の開発、生産及び販売を行ってお

ります。「再生可能エネルギー事業」は、風力発電による電力の供給販売を行っています。

当連結会計年度より、サステナブル経営の一環として長期的な環境変化を見据え、事業ポートフォリオの拡充を目指

す当社グループの経営方針を業績数値の観点からも明確にするため、社内の業績管理体制を変更しております。これに

伴い、報告セグメントを「石油事業」、「石油化学事業」、「石油開発事業」の３区分から、「石油事業」、「石油化

学事業」、「石油開発事業」、「再生可能エネルギー事業」の４区分に変更しております。「再生可能エネルギー事

業」には、従来「その他」に含まれていた風力発電事業及び太陽光発電事業を含めております。

また、脱炭素化等への事業構造の変化に対応するため、収益獲得の源泉となる投資や資産情報の重要性が増している

ことから、セグメント資産の情報を開示しております。

なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するために採用される会計方針と概ね同一

であります。

報告セグメントの利益は経常利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基

づいております。

（会計方針の変更）

（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等の適用）に記載のとおり、当連結会計年度の期首から収益認識

会計基準等を適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を

同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「石油事業」の売上高が695,998百万円減少、セグメン

ト利益が377百万円増加し、「石油化学事業」の売上高が120,895百万円減少、セグメント利益が５百万円減少し、

「その他」の売上高が282百万円増加、セグメント利益が71百万円増加しております。

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

（会計方針の変更）（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）に記載のとおり、一部の連

結子会社は、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却方法については、主として定率法（ただし、1998年４月

以降取得の建物並びに2016年４月以降取得の建物附属設備、構築物及び油槽は定額法）を採用しておりましたが、当

連結会計年度より定額法へ変更しております。

この結果、従来の方法によった場合と比較し、当連結会計年度のセグメント利益が「石油化学事業」で1,940百万

円増加しております。
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(単位：百万円)

石油事業
石油化学

事業

石油開発

事業

再生可能

エネルギー

事業

その他

(注)１

調整額

(注)２、４

連結財務諸表

計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 1,906,912 268,005 22,939 11,662 23,730 － 2,233,250

セグメント間の

内部売上高又は振替高
148,924 36,525 37,472 － 45,099 △268,021 －

計 2,055,836 304,530 60,411 11,662 68,830 △268,021 2,233,250

セグメント利益又は損失

（△）
74,058 △3,319 13,859 4,134 4,134 4,503 97,370

セグメント資産 1,194,125 297,797 255,685 51,027 55,746 △145,365 1,709,017

その他の項目

減価償却費 26,584 9,479 13,510 1,824 2,738 △574 53,564

受取利息 366 124 220 28 27 △398 368

支払利息 4,650 263 2,097 83 173 △42 7,225

持分法投資利益又は損

失（△）
2,884 △3,433 5 65 30 － △447

持分法適用会社への投資

額
25,868 37,120 12,821 568 343 － 76,722

資本的支出 42,471 19,683 10,338 10,040 38 △2,948 79,624

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2020年４月１日  至  2021年３月31日）

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事業、保険代理店業、リース

業等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失（△）調整額4,503百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分し

ていない全社収益・全社費用の純額3,773百万円、セグメント間取引消去1,759百万円、棚卸資産の調整額

64百万円、固定資産の調整額△1,094百万円が含まれております。

３ セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４ セグメント資産の調整額△145,365百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分していない

全社資産やセグメント間取引消去額等が含まれております。

５ 当社は、負債項目についてセグメントごとに配分していないため、開示しておりません。
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(単位：百万円)

石油事業
石油化学

事業

石油開発

事業

再生可能

エネルギー

事業

その他

(注)１

調整額

(注)２、４

連結財務諸表

計上額

(注)３

売上高

外部顧客への売上高 2,054,427 312,286 37,208 13,091 23,437 － 2,440,452

セグメント間の

内部売上高又は振替高
83,318 47,147 53,824 16 38,762 △223,070 －

計 2,137,746 359,434 91,033 13,108 62,199 △223,070 2,440,452

セグメント利益 165,549 13,617 44,761 3,483 3,465 2,221 233,097

セグメント資産 1,424,267 312,316 271,564 42,563 54,330 △166,633 1,938,408

その他の項目

減価償却費 27,667 8,435 13,534 2,582 2,712 △979 53,953

受取利息 396 151 55 28 47 △521 157

支払利息 3,949 488 2,011 130 158 △336 6,402

持分法投資利益又は損

失（△）
4,234 △3,462 1,901 △76 52 － 2,650

持分法適用会社への投資

額
26,226 35,974 12,493 482 410 － 75,587

資本的支出 23,008 13,093 14,291 7,856 133 △1,318 57,064

当連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、工事業、保険代理店業、リース

業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額2,221百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分していない全社

収益・全社費用の純額3,522百万円、セグメント間取引消去790百万円、棚卸資産の調整額△2,473百万円、

固定資産の調整額381百万円が含まれております。

３ セグメント利益は連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

４ セグメント資産の調整額△166,633百万円には、各報告セグメント及び「その他」の区分に配分していない

全社資産やセグメント間取引消去額等が含まれております。

５ 当社は、負債項目についてセグメントごとに配分していないため、開示しておりません。
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前連結会計年度
（自 2020年４月１日

至 2021年３月31日）

当連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

１株当たり純資産額 3,882.72円 5,446.39円

１株当たり当期純利益 1,025.86円 1,658.64円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 861.16円 1,389.40円

前連結会計年度
（自 2020年４月１日

至 2021年３月31日）

当連結会計年度
（自 2021年４月１日

至 2022年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 85,910 138,890

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
85,910 138,890

普通株式の期中平均株式数（千株） 83,745 83,737

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 16,016 16,226

（うち転換社債型新株予約権付社債（千株）） （16,016） （16,226）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概

要

－ －

（１株当たり情報）

（注）１ １株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式数は、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式を控除してお

ります（前連結会計年度1,076千株、当連結会計年度1,004千株）。また、１株当たり当期純利益の算定上、

期中平均株式数は、役員報酬ＢＩＰ信託が所有する当社株式を控除しております（前連結会計年度1,021千

株、当連結会計年度1,029千株）。

２ 「会計方針の変更」に記載のとおり、当連結会計年度の期首より「収益認識に関する会計基準」を適用して

おります。この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額は５円31銭減少し、１株当たり当期純利益及び

潜在株式調整後１株当たり当期純利益はそれぞれ３円22銭及び２円69銭増加しております。

３ １株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

当社は、2022年５月12日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議いたしました。

（1）自己株式の取得を行う理由

資本効率の向上及び株主還元の充実を目的としております。

（2）取得に係る事項の内容

①取得する株式の種類 当社普通株式

②取得する株式の総数 8,000,000株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合9.55％）

③株式の取得価額の総額 20,000百万円（上限）

④取得期間 2022年５月13日から2022年11月30日

⑤取得方法 東京証券取引所における市場買付
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